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要 旨

　本論は，冷蔵庫を対象に，過去 2〔咋間に おける主要 4 メ
ーカー

の 商品 ラ イ ン ア ッ プの 構造 を 明 らか に した もの で あ る 。

　冷蔵 庫 の 商 品開発 で 重 視 され て い る各 部屋 の 「機 能」 と そ の

「レ イ ア ウ ト」か ら冷蔵庫を分 類 した 。 そ の 結果，機能 の 組合

せ は22種 類 あ り，レイ ア ウ トの 違 いを加 味す る と冷蔵 庫 は48タ
イ プ に 分類 す る こ と が で きた 。

　各 メ
ーカーの 商 品 ラ イ ン ア ッ プ を 48タ イプ の 有無 に よ り把 握

し，数蠱 化理 論 皿 類 を用 い て 時系 列 的観点 か ら分析 した。そ の

結果，各 メーカー独自の 商品 ラ イ ン ア ッ プが展 開 され て い る こ

とが確 認 で きる と ともに，商品 ラ イ ン ア ッ プの 展 開 は あ る期 間

ご と に 区 分 して と ら え る こ とが で きた 。 ま た各期間内で は 商品

ラ イ ン ア ッ プは連 続 的 に変 化 して い るが，期間か ら期間へ の 展

開で は 「連続的変化」 と 「断続的変化」の 2種類 が あ る こ とが

わか っ た。さら に各 タ イプ は 時系 列 的観 点か らみ た 特性 に よ り

「基 本商品 タ イ プ」 「時代商品 タイ プ」「期間商品 タ イ プ 」 の 3

種類 に 分 類 して と らえ る こ とが で き，こ れ らの 組合せ に よ り商

品 ラ イ ンア ッ プ は構築 されて い るこ とが明 らか にな っ た。

Summary

　Thisstudy　delineated　the　structure 　of　the　refriger −

ator 　Iine−ups 　of　the　four　major 　manufacturers 　dur−
ing　the　past　two 　decades．
　 Refrigerators　were 　Glassified 　by　the　furlctions　and

Iayouts　of　the　compartments ，　sinceparticularimpor −

tance　was 　attached 　to　the　components 　inthedevelop−
ment 　of　refrigerators ．　The 　result 　revealed 　that 　there

were 　22　cQmbinations 　of　the　functions，　or 　48　types　if
the　difference　inlayout　 was 　considered ．

　The　line−ups　of　the　manufacturers 　were 　described
by　48　types ，　and 　analyzed 　intime　series 　by　the　quan−
tification 　theory 皿 ，It　was 　confirmed 　that　the　man −

ufaoturers 　developed　their 　unique 　Iine−ups 　and 　de−

ployed　them 　discretely　by　the　periods．　Although　the
I由e−up 　changes 　were 　continuous 　 within 　a　period，
there　 were 　two 　 types　 of 　 changes ，　 co 口tinuous 　 and

corlsecutive ，　 when 　 their　 occurrence 　exterlded 　over

plura［periods．　 In　terms 　of　time　series ，　the　48　types
were 　 classified 　 into　 three 　 groups ； the 　 basic　 type

group ，　the　trendy　type 　group，　and 　the　limited　period
type 　group．　The 　line−ups 　were 　structured 　by　combi −

nations 　 of 　these　types ，

t、は じめ に

　商 品 開発 の 過程 に お い て，商 品 ラ イ ン ア ッ プの 構 築 は，ユ
ー

ザ ニ ーズ へ の 対 応 や 販 売 チ ャ ン ネ ル か らの 要 請 を満 たす と共

に，競合他社 メ ー
カ
ー

に 対する 経営戦略に お い て 大きな意味を

もっ て い る 。 商品 ラ イ ン ア ッ プの構築 は ，商品バ リエ
ー

シ ョ ン

の 展開 の結果 と言 える が ，その 多様化の 観点 と して は，形 態的

多様性，品質 ・機能 ・性能的多様性 な ど に 分類 され て お り，商

品種に よ りその 多様化の 方法 は 異 なる ［注 1 ］。

　 なか で もその 普 及率 の 高 さか ら成熟 商 品 と考 え るこ とが で き

る家 庭電 化製 品 の なか に は ，品 質 ・機 能 ・性 能 は 同一なが らデ

ザ イ ン の 違 い に よ り複数の 商品が展開 され る ような場合 も見受

け られ，どの よ うな商品 ラ イ ン ア ッ プを構成する か が デ ザ イ ン

の 課題 と して 直結 して い る 。 また，過 去の 研究に お い て も，商

品ラ イ ン ア ッ プの 構築に デ ザイ ン が 大きく関係 して い る こ とが

明 ら か に され て い る ［注 2 ］。

　 し た が っ て ，こ れ まで の 商品 バ リエ
ー

シ ョ ン の 展 開方法 を整

理す る こ と は，今後 の 新 製 品 に お け る商 品展 開 や商 品戦略 を検

討す る 上 で非 常 に 有 効 な指 針 と な り得る。

　 ま た，今 日で は デザ イ ン 部 門の 分 社化 な どデ ザ イ ン 部門 の あ

り方や そ の役割 に つ い て も再考が 叫ばれて お り，商品展開の 結

果で あ る商 品 ラ イ ン ア ッ プ に おい て，デ ザ イ ン が どの よ うな関

わ り方 を して きたの か 整理，検討する こ と は重 要な こ とで あ

る。

　 本研 究は，この よ うな 視点に 立 ち，商品 ラ イ ン ア ッ プ の 構 築

に お け る デ ザ イ ン の 方 法 に つ い て 考 察 しよ う と す る もの で あ

る。本 稿 は その 端緒 と なる もの で あ り，普 及率の 高 さか ら 成熟

商 品 と言 え る 「電気 冷 凍 冷蔵庫 （以下，冷 蔵庫 と記す 〉」 を事

例 と して，後 述す る 「機 能」及 び 「レ イア ウ ト」の 観 点か ら冷

蔵 庫の タイ プ を抽 出 し，過去20年 間 に わた る商品 ラ イ ン ア ッ プ

の 変遷 とそ の 構造 に つ い て 考察す る 。

2，冷蔵 庫 の 歴 史的変 遷 と現 状

　冷 蔵 庫の 普 及過 程 に お け る 変 遷 を振 り返 る と，1961 （昭 和

36）年に は普及率が 10％ を越 え，冷凍食品の 保存 に も使用 で き

る フ リ
ーザー

付の 「冷凍冷蔵庫」が 発売 され て い る 。 1965 （昭

和40）年に は この 「冷凍冷蔵庫」が 普及 しは じめ，冷蔵庫の 普
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及 率が50％ を越 えて い る。さらに1969 （昭和 44）年 には 冷 凍室

を分 離 させ た 2 ドア タ イプ の 本 格需 要 が 芽 生 え，1971 （昭和

46）年 に は 「冷凍 冷 蔵庫」が 主力 とな っ て い る ［注 3 ］。普及

率 も1971 （昭 和46）年 に 90％ を越 え，そ の 後 は 微 増 を続 け，

1977 （昭和52）年に 98％ を越 え，1982 （昭 和57）年 の 995 ％ を

最 高に 98％ 前後 を保 つ 横 ばい 状 況 と な っ て い る ［注 4 ］。

　現 在，冷蔵 庫 は 松 下電 器産業株式会社 （以 下，ナ シ ョ ナ ル と

記 す〉，株式 会社 東 芝 （以下，東 芝 と記 す），株式会社 日立製

作 所 （以 下，日立 と記 す ），三 洋電 機 株 式 会 社 （以 下，サ ン

ヨ ーと記 す），シ ャ
ープ株 式 会社 （以 下，シ ャ

ー
プ と 記 す），

三 菱電機株式会社 （以下 ，三 菱 と記す ），株式 会社 富 士通 ゼ ネ

ラ ル の 7 メ
ー

カ
ー

が 製造 して い る。

　 こ れ らの 7 メ
ー

カ
ー

の シ ェ ア の 推 移 を，あ る 年 の 10月 か ら翌

年の 9 月 まで の 期 間 を表 わす冷凍年度 ご とに み る と，図 1の よ

うに示 す こ と が で きる ［注 5］。 79 冷凍年度 は上 位第 3位 ま

で，80冷 凍 年度 か ら97冷凍年度まで は 上位第 5位まで の シ ェ ア

を示 して い る ［注 6 ］。い ず れ の 冷凍 年度 に おい て もナ シ ョ ナ

ル が トッ プシ ェ ア を 占め て お り，90冷 凍 年度 まで は ，2位，3

位 を東 芝 と 日立 の 両 メ ー
カ
ー，4 位，5位 をサ ン ヨ ーと三 菱 の

両 メ
ー

カ
ー

が 競 っ て い る。しか し，91冷 凍年度 よ りメ ーカー間

の 順番 に変化が み ら れ，三 菱 とシ ャ
ープが 入 れ 替 わ る と と も

に，95冷凍年度か ら は 東芝の シ ェ ア の 落ち込み が 激 し く，96冷

凍年度 以 降で は，2 〜4 位 メ
ー

カ
ー

の シ ェ ア が 拮抗 した 状態 と

な っ て い る 。

3，冷 蔵庫 の 分類

3．1，調 査対 象 の 選 定

　上 記 7 メ ー
カ
ーの 中か ら前述 した シ ェ ア の 推 移 を踏 まえ，

トッ プシ ェ ア を誇る 「ナ シ ョ ナ ル 」，シ ェ ア 第 2 グル ープの 中

か ら 「東芝」，シ ェ ア 第 3 グル
ープの 中か ら 「サ ン ヨ ー

」，そ

して シ ェ ア の 急伸が 目覚 ま しい 「シ ャ
ープ」の 4社 を対象 と し

て ，普及 率が98 ％ を 越 えた 77冷凍年度以 降で ．バ ブ ル 経済の 期

間 ［注 7 ］ を 含 む 79冷凍 年度 か ら98冷 凍年度 まで の 20年間の 冷

蔵庫 の 商 品 ラ イ ン ア ッ プ の 変 遷 に つ い て 調 査 を 行 うこ と に し

た 。

　 具体 的 に は，各冷 凍年 度 の 新製 品が 出揃 う下半期 を 中心 と し

たカ タ ロ グを対 象と して，カタ ロ グに 記 載 され て い る機種名 を

も とに デ
ータの 抽 出 を行 っ た。なお，1 ドア 冷蔵庫 は，現 在 で

は書斎 や寝 室 な どの セ カ ン ドユ
ーズ や，オ フ ィ ス ，ホ テル な ど

一
般 家庭 とは 異 な る 場所 で の 使用 が 主 な もの で あ る こ とか ら，

一般 的 な消費者 ニ
ーズ か らみ た冷 蔵庫 と して は適 当 で ない た

め，本 調査 の 対 象 か ら除 くこ とと した。また，冷蔵室 の 食 品凍

結 防 止用 ヒ ーターを内 蔵 させ た寒冷 地仕 様 は，異 な る 機 種 名 と

な っ て い る が一
般的 な選択対象 とはな らない ため ，基 本機種 と
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図 1　 シ ェ ア の 推移
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と して 取 り扱うこ と とし た 。

　調査の 対象 となっ た 機種数を表 1 に示す 。 ナ シ ョ ナ ル が 合計

404 機 種，東 芝 が 合 計 426 機 種，サ ン ヨ
ー

が合計491 機種，

シ ャ
ー

プ が 合計344機 種の 合計 1665機 種 で あ る。

　冷 凍 年度 別の 機 種数 の 推 移 をみ る と，各 メ ーカーと もに 80年

代初 頭に も っ と も機種 数が多い が，その 後は 減 少傾 向 に あ る。

90年代に 入 り，わずか なが ら増加 の 傾 向が み られ る が，そ の 後

は減少傾向に あ り，最近の 傾向と し て ナ シ ョ ナ ル ，東芝，サ ン

ヨ
ー

の 3 社に つ い て は 増加の 傾向に ある とい え る 。 また，メ
ー

カ
ー

別 の 20年間 の 機種の 平均 は，ナ シ ョ ナ ル が 20，2機種，東芝

が 2L3 機 種 と ほ ぼ 同 数 で あ り，サ ン ヨ
ー

は 24 ．6 機 種 と 多 く，

シ ャ
ープ は 17．2機 種 と少 ない 。

3．2．機能の 抽出

3．2，1．商品 開発 の 着 眼点

　 さて 前述 し た よ うに，商 品バ リエ ー
シ ョ ン の 展開に は さまざ

まな方法が 考え られ る 。 そ こ で ，冷蔵庫 の 商 品開発 に お ける 着

眼点を明 らか に する ため に，上記 7 メ
ー

カ
ー

の 中の 主 要 5 社 の

デ ザ イ ン 部 門 の 冷 蔵 庫 担 当者 に 対 し て イ ン タ ビ ュ
ー

調 査 ［注

8 ］を 行 うと と も に，冷 蔵庫 の 商品 開発 に関 す る 文献 資料 の 調

査 ［注 9 ］を行 っ た。

　 そ の 結 果 ，着 眼 点 と して （a ＞容 量，　 （b＞外 形 寸 法 ，

（c ）外形 デザ イ ン （ドア ハ ン ドル ・ドア素 材 ・カラ
ーリン グ

な ど），　 （d）庫内 デ ザ イ ン （ドア バ ッ ク，トレ イな ど），各

部屋に 付与する （e ）機能，部屋の （f） レ イア ウ トの 6 種類

に分 類す る こ と が で きた 。 しか し，冷蔵庫の 基本的 な 機能で あ

る 「飲 食物の 貯蔵」 に つ い て は 変化 の さ せ よ うが な い こ と か

ら，商品開発 で は 「ユ
ー

ザ に 対 し て 新 し い 価 値観 を創造 ・提 案

す る こ と」 に も っ と も主 眼 が お か れ て い る こ とが わ か っ た。こ

の こ とは．食生 活 な どの 変 化 に対応 した新 た な機能 や使 い 勝 手

を提 案す る こ とを意味 して お り，上記 の 着 眼点 の なか で は ，新

しい （e ）機 能 を付 与 した部屋 の 開発 や，新 しい 部 屋 の （f＞
レ イ ア ウ トを開発 す る こ とが 重視 されて い る こ と が わ か っ た 。

　 また，その 他 の 着 眼点 につ い て み る と，　 （a ）容 量 は時代 と

と もに 大容 量化 し て い る が，タ
ーゲ ッ トユ

ーザ ご とに セ グメ ン

ト され て お り，学 生 や独 身男性 を対 象 と した 小 型 （140 リ ッ ト

ル 以 下），独 身女性 や ブ ラ イ ダ ル を対 象 と した 中型 （141リッ

N 工工
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表 1　 調 査の 対象 とし た メ
ーカー

別機種数

冷凍年度

メ
ー

カ
ー

ナ シ ョ ナ ル

し

：
東芝

｝
…

サ ンヨ
ー …

1ト シ ヤ
ープ

79 22 ヨ 23 ： 26 … L5．．．．．．　　　　ヤ
80 26 、

」

．「．．．．．．「
29 …

，炉
3見

1
昌

且91「「．
幽．−

　　亨
81 27 ：

4

　　．．．
27 ヨ 29 　　　　：．r．．．r．1、．、rr．r．．．」．・．一．．・一」・18

・」L82 23 旨

｛
20i329 … 13　　　　．．−．．

83
P1

フ … 22128 ；
｝

19　　　　　　．「．．．
84 131

．．．．．．「
22 ｛ 28 … 30　　　　　　．．．．．

85 L7
唱

ヨ

　．．．．
21 ｛

‘
29 … 20

86 201
幽

22 … 22 … 20

87
噛曁，，，¶，，

2D　　　　　幽1．
，
　 231 ： 28lr

・脾・・
：

．，，甲
L9

88 19 …
亨，，炉
　　25 …

｛

222i22

89 見8 〕 22 …

，
23 … 置5　　，，

9D 191 艮9
　　　　，
：
弓

，，9Ψ，，，
　 21　　　　　，

，
　…
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｝
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ヒ

‘
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‘
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平 均 （機種） 20，2 ：
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　　21．3 … 24．5 ［ 17，2

トル 〜300リ ッ トル ），フ ァ ミ リーや そ の 買 替 を対象 と した 大

型 （301 リ ッ トル〜400 リ ッ トル ）や 超大型 （401 リ ッ トル 以

上 ） な どに分類 さ れ て い る 。　（b ）外形寸法は シ ス テ ム キ ッ チ

ン や 食器棚 な どの 什器類の 寸法特性 に対応 させ て，特 に幅，奥

行が 考慮 され て い る が，前 述 した よ うに 大容 量化の 傾向 に ある

こ とか ら，機構 ・構 造 的 な 改 良 に も関 わ ら ず外形寸法は 大型 化

して い る。　（c ＞外形 デザ イ ン は ドア 構 造 の 変 更 に 伴うハ ン ド

ル 形状 の 変化や ドア 素材 の 開発 な どに よ る カ ラ
ーリン グ の 変 化

が み られ る。　（d ）庫内 デ ザ イ ン は食 生 活 の 変化 （例 えば ，

ビー
ル 瓶か ら缶 ビール，ペ ッ トボ トル や冷 凍食 品 の 普 及 な ど）

を主 な要因 と して ドア バ ッ ク な どに変 化 がみ られ る。

　 こ の よ うに，これ ら の 4 種類の 着眼点 は，メ
ー

カ
ー間 で 共通

の み ら れ る もの や，主 に社 会状況 の 変化や 製造技術 の 進歩 な ど

時代 の 変 化 に 依存 した もの で あ る と言 え よ う。

3．2．2，各 部 屋 の 機 能

　そ こ で，本研究 で は，商 品 ライ ン ア ッ プの 変遷 や その 構造 を

把握する こ とが 目的 で あ る こ とか ら，上 記 の 着 眼点 の 中か ら冷

蔵庫の 商品開発で もっ とも重点 が おか れ て お り，各メ
ーカーの

商 品 ラ イ ン ア ッ プの 構築 に もっ と も強 く影 響 して い る と思 われ

る 各部 屋 の もつ 「機能」 と そ の 「レ イ ア ウ ト」の 違 い に 着 目

し，以 降 の 考 察 を行 うこ と に し た。

　 まず 最 初 に そ れ ぞ れ の 部 屋 の もつ 機能の 抽出 を行 っ た。機能

を分類 す る観 点 と しては，冷 蔵庫 本来 の 求め られ る 機能で ある

（／）温 度帯，　（2＞収納 され る専用 の 対 象物，そ して 冷蔵庫

本 体 とは異 な る （3）付 加機 能，の 3種類 に 大きく分類す る こ

とが で きた。さ らに そ れ らは，

（1）温 度帯

  フ リ
ーザー

（以 下，F と記 す ） ：
−18℃ 以下

  冷蔵 （以 下 ，R と記す ） ：＋ 3 ℃〜＋ 4 ℃

  野菜 （以 下，V と記す） ：＋ 7 ℃

  パ ー
シ ャ ル （以 下，P と記す ） ：

− 3 ℃

  氷温 （以下，H と記す） ：
− 1℃

  チ ル ド （以下，C と記す〉 ： 0℃

  セ レク ト （以 下，S と記す） ：上記の  
〜  の 温度 帯 の い く

　 つ か に設 定する こ とが で きる 。

（2 ）収納 さ れ る 対象物

  ア イス ボ ッ ク ス （以 下，1 と記 す〉 ；製 氷 し た氷 をス トッ ク

　 専用 の ス ペ ース 。

  ボ トル ボ ッ クス （以下，B と記 す） ：ジ ュ
ー

ス や酒類 な どを

　 保冷す る専 用 の ス ペ ース 。

　（3＞付力囗機肓皀

  付加機能 似 下，A と記 す） ：炊事作 業に 伴 い 必 要 な調 味料

　 な ど を収納 して お くた め の 収納 ス ペ ース や，冷凍庫 内 の 冷 凍

　物の 解凍，調理 を 目的 と した 電子 レ ン ジ。

の 10種類 に 分 類す る こ と が で きた 。

3．3．冷蔵庫 の タイ プの抽 出

　 次 に これ らの 機能 の 組合 せ ［注 10］ とそ れ らの 機能 を付与 さ

れ た部屋 の レ イ ア ウ ト ［注 11］の 違 い に よ り冷 蔵庫の タ イプ を

抽 出 した。

　 そ の 結果，組 み 合 わ され る 機能 の 数 は 2 種類 か ら 5種類 まで

あ り，2種類の 組合せ は 「FR 」の 1種 類，3 種類 の 組 合 せ は

　「FRV 」　「FPR 」　「FHR 」　「FCV 」　「FRS 」　「FV

S」　「FRA 」 の 7種類，4 種類の 組合せ は 「FPRV 」　「F

HRV 」　「FCRV 」　「FCRS 」　「FCVS 」　「FRVS 」

「FRVI 」　「FRVB 」　「FRVA 」の 9 種類，5種類の 組

合せ は 「FPRVB 」　「FCRVS 」　「FCRVI 」　「FRV

SI 」　「FRVIB 」 の 5種類 で ，合 計22種類 の 組合せ がある

こ とが わか っ た。

　 また，レ イア ウ トの 考 え方 は 「上下方 向」　 「左 右 方向」，両

者を複合させ た 「混合」 の 3 種類があ り，い ず れ かの 1 つ ，あ

る い は 複数が組み 合 わ さ れ て お り，機能の 組合せ の 違い に よ り

1種類 か ら 4種類まで ある こ とが わ か っ た 。 なお ，本論で は上

下 方向は 「〆」の 記号，左右方 向は 「＋」の 記号を用い て 以後で

は 示す こ とに する。

　 抽 出 され た22種 類 の 機 能 の 組 合 せ の レ イ ア ウ ト を み る と，

　「FR 」 は 「FIR 」　「F ＋ R 」　「RIF 」 の 3 種類 で あ り，以

下， 「FRV 」は 4種類， 「FRS 」 「FRA 」は それ ぞ れ 3

種類， 「FHR 」 は 2種類，　「FPR 」　「FCV 」　「FVS 」

は そ れ ぞれ 1種類， 「FCRV 」は 4 種類， 「FPRV 」　「F

HRV 」　「FRVS 」はそ れ ぞれ 3 種類， 「FRVI 」　 「FR

VB 」は それ ぞれ 2 種類， 「FCRS 」　 「FCVS 」 「FRV

A 」 は そ れ ぞ れ 1種類，　 「FPRVB 」　 「FRVSI 」は そ れ

ぞ れ 3 種類， 「FRVIB 」 は 2 種類， 「FCRVS 」　 「FC

RVI 」 は そ れ ぞ れ 1種類あ り，合計48種類 の タ イ プを抽 出 で

きた 。

　 なお，各メ
ー

カ
ー

に 該当する タ イ プは ナ シ ョ ナ ル が 19タイ
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表 2 　抽 出 され た冷蔵庫の タ イ プ と メーカ
ー

との 対応関係

機能 の組合せ FR FRV FPR FHR FCVFRS

タ イプ　　 。己犀 FIRF ＋ R 解   　 即 F ／V 　 　　 R ハ
厂
ノF

く　 　 　　 　　 　 　　 十　 　 　　 　　 　 　　 弍

即 （V ＋9F ／PIR   騨 Fノα VRIS β

模式 図
［
国

弓　 　　 　　 　 　　 　 ｛

　 F　 R
国
国 国：圏晶閨

「

圉圉圉圉
ナ 〆 ヨ ナ ル ● ● ● ● ●　　　　　　 ● ● ● 　 ●卜
東芝 ● ● ● ● ●　　　　　　 ■

卜 ト

サ ノ ヨ ー ● ● ● ● ●　　　　　　 ●　   ● 　 ●
卜

ノ ヤ
ー

プ ● ● ● ● ●　　　　　　 ● ●

ト

　 ●

卜

機能 の組合 せ FVS FRA FPRV FHRV

タ イ プ 　　 。己号 卿 S！RR1 （S ＋F） FISハ厂 跚 AA ／F／R　　　　 F／A／RFIP 刪 F跚 M ）／V照 照 1RIVF ／R卿 VR ！HIFIV

模 式図 圉
　 　 ｛

諞
　 　 ｛

圉鬨
→

難
匡

匡

匡

匡

匡

匡

工

匡

匡

匡

匡

匡

匡

匡

匡

匡

匡

匡

圧

匡

匡

匡

匡

匡

ナ ノヨナ ル o ● 　 ●」 占
東芝 ●

｛

●

十

サ 〆 ヨ
ー 、

● 亠 　 ●
L

　 ●、 　 ●し
／ ヤ

ープ ● ■

や

　 ●

機能の 組合せ FCRV FCRS 　　　　 FCVS FRVS FRVI FRVB

タ イプ　　 記号 F側 C四 FIC即 RIF1α V 即 〔（Cκ ）＋F）　　騨（C ＋S源 　　　　F’Sκ 四 F！S側 VR ！SIF！VR ノ（（Sハリ＋F冫　 Rノ〔1＋F）腿 欧 V ＋（レF））　 （B ＋R）刪 V

摸式図

匡

匡

匡

匡

匡

匚

匡

匡

匡

匚

匡

匡 嗣饗 誕璧罰
匡

斐
匣

膃
回国

囹
ナノヨ ナル 」 ● 　 ●’ 、 　 ●し
東 芝 ●

4 十　 　　　　 　　　　 　丿　　　 　　　　 　　　 ’
　 ● ■

十

　 ●

卜

サ 〆 ヨ
ー L

／ ヤ
ー

プ ●

州　　 　　 　 　　 　　 ｛
　 ●

　 刈

●

ト　 　 　　 　　 　 　　 う

　 　 　 ● ● ●

ト

　 ●

ト

　 ●

卜

機能 の 組合せ FRVA FPRVB FCRVSFCRVI FRVSI FRVIB

タ イ プ　　 記号 F側 〔B＋V ） F〆R！A ハ
厂 （P＋Fy

（B ＋（Rバリ）

F側

〔B ＋〔Pバリ）

F1（〔P／B）＋　 　 Fノ（C ＋ Sy

〔RIVD 　　　　R！V
彫（1＋q 〆

剛
Fノσ＋ S）／Rκ 　R／（1＋SyF四

Rノ〔S＋hy

〔V ＋F）
〔〔トの ＋ Ry

〔F＋ 〔VIBD
ト

〔（Fの ＋ Ry
（B ＋V）

模式図

国

国

国回

匡

臣
匡

国国

回囹
匡

礪
［工］　巨 コ

匿罔開
匡

国 ［9
匡

匚

匡

口 ［囲

匡

匡

匡

国 国
匡

匡 誦llll
ナ ノ ヨ ナ ル ● ● ● ●

東芝

州 ｛ や

　 ■

十

　 ● ●

十

　 ●

ト

●

サ ノ ヨ
ー

●

！ ヤ
ー

プ
i ｛ 弓　 　 　　 　　 　 　　 ｛ 十 ト

　 ● ●

プ，東 芝 が 17タ イ プ 　サ ノ ヨ
ー

が 13タ イ フ 　 ノ ヤ
ープが 21 タ イ

プ て あ り　 4 メ ーカ ーに 共通 す る タ イ プ は 「F／R ］ な ど 6 タ イ

プ 2 メ ーカー
に 共 通す る タ イ プ は 「R ／（V ＋ F ）」 な と 4 タ イ

プ て あ り，その 他 の 38タ イフ につ い て は 各 メ ーカー独 自の タ イ

プ で あ る 。

　抽出 され た冷蔵庫の タイプ を模式 図 を用 い て あ らわ し　メ ー

カーとの 対応 関係 を含め表 2 に 示す 匠 12］。

4 タ イ プ か らみ た 商 品 ラ イ ン ア ノ ブ空 間 の作成

41 分析 の 方法

　前述 し た よ う に 冷蔵庫 の 商 品開発 で は タ イ プが 重 要 な意味 を

持っ て い る 。 そ こ で，抽出 され た48タ イ プの 組み 合せ の 観占 か

ら各メ
ー

カ
ー

の 商品ラ イ ン ア ノ ブ をと らえ　時系列的 な観占 か

ら そ の 変化 に つ い て 考察する こ とに した 。

　メ
ー

カ
ー別 の 各冷凍 年度 をサ ノ プル 　抽 出 された48タ イ フ を

カ テ コ リ と して，そ れ ぞ れ の 冷凍年度に お ける 各 タ イ プの 機種

の 有tuか ら デ
ー

タ を作成 し　数量化理 論 皿類 ［圧 13］ を用 い て

分 析 し た 。

　そ の 結果，図 2 に示す よ うに W 軸 まで の 固有値 を み る と 1 軸

654321DOOOOD

056021

　 　 　 1軸　　 　 　 ll軸　 　 　 　田軸

図 2　 固有値の 変化

b 軸 V 軸 、1軸
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図 3　 商品 ラ イン ア ッ プ 空間に お ける 4 メ
ーカー

の サ ン プル の 時系列的変化

＝O．56021，H軸＝O．S2565， 皿eS＝　O．46315，　 IV軸 rO ．“ 042．　 V

軸≡0、42317 ，Wta ＝O．38136と な っ て お り，　 ll軸 か ら 皿軸 で の

固有 値 の 下 が り方 が大 きい が，よ り詳細 に 時 系列 的変 化 を とら

える た め 皿軸 まで を取 り上 げる こ とと し，サ ン プル ス コ ア を用

い て 1 軸
一

　ll軸，1軸一
皿 軸 の サ ン プル の 散布 図 を作成 した

（図 3 ）。

　な お，本分析で は メ
ー

カ
ー

間及 び各 メ
ー

カ
ー

の 商品 ラ イ ン

ア ッ プ の 時系列的な 変化を把握す る こ とが 目的で あ る こ とか

ら，各軸の 解釈は あえ て行わ ない こ とに した 。

4．2．商品 ラ イ ン ア ッ プの 変遷

4．2．t．全体の 傾向

　散布図 を観 察 す る と，サ ン ヨ
ー

の 79〜83冷 凍年度 の 5 年間 を

1 2

最長 に，4 メ
ーカー

に 共 通

して 同
一

の 位置に サ ン プル

が 布置 され る 期間が あ り，

こ れ らの 期間で は 商品 ラ イ

ン ア ッ プの 構成に 変 化が な

か っ た こ と が わ か る。しか

し，そ の 他 の 期 間 で は，サ

ン プ ル の 位 置は常 に 移 動 し

て お り，各冷凍年度 ご と に

商 品ラ イ ン ア ッ プ の 構成が

変化 して い る こ と が わ か

る 。 すな わ ち，前述 した各

メ
ー

カ
ー

に 該当す るすべ て

の タ イ プ が 継 続 して ラ イ ン

ア ッ プ さ れ て い る の で は な

く，各冷凍 年度 ご とに 追加

され る タ イ プや 消滅す る タ

イプ が あ り，タ イ プ の 有無

自体 が 商 品ラ イ ン ア ッ プ の

構成に 直結 して い る の で あ

る。

　 また ，本 研 究 の 調査 対 象

期 間 の 初 期 で あ る80年 代初

頭の サ ン プ ル は 4 メ ーカ ー

に 共 通 して 比 較 的 原点 近 く

の 近 接 した位 置 に 布置 され

て い る が，そ の 後，時代が

進 む ご と に ，ナ シ ョ ナ ル で

は 工軸の 正 ・H 軸 の 負 ・皿

軸の 負方 向 ， 東芝 で は H 軸

の 正 ・皿 軸 の 正 か ら 負 方

向，サ ン ヨ ーで は 皿軸 の 正

方向，シ ャ
ープ では 1軸 の 負 ・1軸 の 負方 向 と ll軸の 正 ・田軸

の 負方向 とい っ た商 品 ラ イ ン ア ッ プ空 間 の 異 な る位 置 に移 動 し

て お り，各 メ ー
カ
ー独 自の 商 品 ラ イ ン ア ッ プが 展開 され て い た

こ とが わか る。さ らに，4 メ ーカー
に 共通 して 80年代後半 か ら

90年代初 頭の サ ン プル が 商 品ラ イ ン ア ッ プ空 問の もっ とも周辺

の 離れ た位 置 に 布置 さ れ て お り，バ ブ ル 経済 の 期間 に 各 メ
ー

カ
ー
独 自の 特徴的な商品ラ イ ン ア ッ プが 展 開 され て い た と考え

る こ とが で き よう。

　 なお，90年代後半の サ ン プル は 4 メ
ー

カ
ー

に 共通 して 再び原

点周辺 の 近接 した位 置 に布置 され て お り，各社 の 商品 ラ イ ン

ア ッ プの 構成が 類似する 傾 向に あ る とい える。こ の こ とは ，タ

イ プ の違 い に 基 づ く商品差別化の 方 法が 収 束 しつ つ あ る こ と を
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図 4　 商品ラ イ ン ア ッ プ空間 に お け る カテ ゴ リの散布図

　　　 （ナ シ ョ ナ ル ）

示唆 して い る と言え よ う。

4．2．2．メー
カ
ー別 に み た特徴

　 さて，詳細に 各メ
ー

カ
ー

ご と にサ ン プ ル の 布置 の 様 子 をみ る

と，各 メ
ー

カ
ー

に共 通 してサ ン プル が比 較的 近接 して 布置され

る い くつ か の 期 間を と らえる こ とが で きる。こ れは，商 品 ラ イ

ン ア ッ プ の 構成 が類 似 して い る，す な わ ち共 通す る タ イ プを多

く持 ちな が らい くつ か の タ イプが追加 や 消滅 し て わ ず か に 商 品

ラ イン ア ッ プの 構成 が変 化 し て い る と考え ら れ ，こ れ ら の 期間

の 連 続 に よ り商 品 ラ イ ン ア ッ プ の 変遷 を と ら え る こ と が で き

る 。

　そ こ で ，各メ
ー

カ
ー

別 に 商品 ラ イ ン ア ッ プ の 変 遷の 特徴 を整

理 す る と ともに，商品ラ イ ン ア ッ プの 変 化に影響 してい る タ イ

プを把握す る た め，前述 した数 量化理 論 皿類 か ら算 出 され たカ

テ ゴ リ ス コ ア を用い て ，各メ ーカー別 に 1 − fi軸，工
一

皿軸の

カ テ ゴ リの 散布 図 （図 4 〜図 7＞ を 作成 した。

　以 下，各 メ ーカー別 に 商 品 ラ イン ア ッ プ の 変遷 の 特 徴 を考察

す る 。

（1 ）ナ シ ョ ナ ル

　サ ン プ ル の 散布 図 （図 3 ）か ら，商 品 ラ イ ン ア ッ プの 変遷

は ，ll軸の 負方 向 に布置 される79冷凍 年度か ら81冷凍年度 の期

間 （N1 ），原点近 くに布 置 され る82／83冷 凍年度 （N2 ），1

軸の 正 ・H 軸の 負方 向 に 布置 さ れ る84冷凍 年度か ら85冷凍年度
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．．．

．｛．． ． … 　　

：　　　i　

@ 　 　 　 　 　i 　　　 　　　 iev （1＋ S）刪 つ　　　　

α＋
prStv 2

− 5 　　　． 4
3 　 　 　 、2

　 ．

@ 　　　1 軸 012 図 5 　 商品 ライン

ップ空 間におけ

カ テ ゴ リの 散布図 　 　 　（東 芝 〉 の 期 間（N3 ），1
の 正・H 軸の負・ 田軸の負方向に 移 動 す る86 冷凍 年 度 か

ら9
笂 年度の期 間（N4 ） ， 1軸 の正・H 軸 の 負・皿軸の負方向

布 置 され る93 冷凍年 度 か ら96 年 冷凍度 の 期 間 （N5）tl
ｲ の 負・皿軸の 負方 向 に 布 置さ れる97 冷 凍 年 度 か ら 98 冷

年度の期間 （ N6 ） の 6 期間 に 分類 す る こ と が で き る 。各

間 ご と にサン プル の 位置は商品 ライ ンア ップ 空 間 内 で 大 き

移 動 し て おり， 全期 間を通 して 商 品ライ ンア ップ の構 成は

きく 変 化したと考え ら れ る が ， あ る 期 間か ら 次 の 期間 ， す

わち ， ある 期 間の 最終 の サンプル と次 の 期 間の 最 初の サン

ルの位 置は近 接 し て お り ， 各期 間 の間 では 比 較的 連続

を も ち な が ら商 品ラ イ ン ア ッ プ が 変化 し たと 考 え られ る 。

　 そ れ ぞ れ の 期 間 の商 品ラ イ ンア ッ プ に 影響し てい る タイプを

J テゴリ の散 布 図（図4 ）か ら確 認する と， N1 では「R／S！ F」，

では「 F／RIAIV」，N4で は「FIP／R 」 　「FIP ！ R／V」　「Rノ（（CIV）＋

j」　「（P＋F ） t （B ÷（R ／V ） ）」　「F／（ （P／B） ＋（R／V））

の5タイ プ ，N5 では「 FIR1 （B＋（PIV ））」　「F ／R ！

^V」の 2タイプ，N6 で は 「 R ／SIFIV 」 　 「 RI

^V〆F 」

「（ B ＋ R ） ／ FIV 」 の3 タ イプで あ る こ と が わ か る 。

i2 ＞ 東芝 　
サ

ン プル の散布 図 （ 図 3）から ，商 品 ラインアッ

の変 遷 は， 原点付近の同 一 の位置 に 布 置さ れる 79 冷 凍 年

から 84 冷凍 年 度 の 期 間（ T1）， 1 軸 の 正・1 軸 の 正 ・皿 軸
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図 6　 商品 ライ ンア ッ プ空 間 に お け る カテ ゴリの 散布図

　　　 （サ ン ヨ
ー

）

置 され る85冷凍年度 か ら88冷凍 年 度 の 期 間 （T2 ），H 軸 の

正 ・
皿軸の 負方向に布置 され る89冷凍年度か ら93冷凍年度の 期

間 （T3 ），1軸の 負
・

且軸の 正 ・m 軸の 負方 向 に 布置 され る

94冷凍年度か ら98冷凍年度 の 期間 （T4 ）の 4 期 間に 分類す る

こ とが で きる 。 各期間ご とに サ ン プル の 位 置は商 品ラ イ ン ア ッ

プ空 間 内で 大 きく移動 し て お り，全 期間 を通 し て 商 品 ラ イ ン

ア ッ プ の 構 成 は 大 き く変 化 した と考 え ら れ る 。 また ，ある 期 間

か ら次 の 期 間，す なわ ち，あ る 期間 の 最 終 の サ ン プ ル と 次の 期

間の 最 初 の サ ン プ ル の 位 置 をみ る と，T1 か ら T2 ，　 T　2 か ら

T3 の 間 で 非常 に離れ て お り，こ の 間 で商 品 ラ イ ン ア ッ プの 構

成 が大 き く変化 した と考え られ る。なお，そ の 他 の 期 間で は サ

ン プル は 近接 して布置 され て お り，連続 性 を持 ちなが ら変 化 し

た と考 え ら れ る 。 こ の よ うに，商 品 ラ イ ン ア ッ プの 構 成が 断続

的 に変化 した 期間 と連 続的 に 変化 し た 期 間が 混 在 して い た と考

える こ と が で きよ う。

　 ま た，そ れ ぞ れ の 期 間の 商品 ラ イ ン ア ッ プに 影響 して い る タ

イ プ をカ テ ゴ リの 散布図 （図 5）か ら確 認す る と，T1 で は

「F／R／Al ，T2 で は 「F ／S ／R 」　「F 〆（C ＋ S ）／R 」　「F ノ（C ＋

S）ノRIV 」　「F1（1＋S）／RIV 」 の 4 タ イ プ，　 T3 で は 「F1（1÷

C ＞1RIV 」　「（（FII ）＋ R）1（F ＋（V ／B ））」 の 2 タ イ プ，　 T4 で は

「Rl（1 ＋ S）／F／V 」 で あ る こ とが わ か る。

（3＞ サ ン ヨ ー
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図 7　 商品 ラ イ ン ア ッ プ空間に お け る カ テ ゴ リの 散布図

　　　 （シ ャ
ープ〉

　サ ン プ ル の 散布図 （図 3 ）か ら，商品 ラ イ ン ア ッ プの 変遷

は ，同
一

の 位 置 に布 置 して お り商品 ラ イ ン ア ッ プ に変 化が み ら

れ ない 79冷 凍年 度 か ら83冷 凍年 度 の 期 間 （S1 ），皿軸の 正方

向 に布 置 され る84冷 凍 年 度 か ら94冷 凍 年 度 ま で の 期 間 （S

2），原 点 付 近 に布 置 され る95冷 凍 年度 か ら98冷 凍年度 （S

3 ）の 3 期 間 に 分類 して とらえ る こ とがで きる。各期 間 を通 し

て の 動 きは 他の メ
ー

カ
ー

に 比較 し て 小 さ く，各期 間内 の サ ン プ

ル も非常 に 近 接 して い る こ とか ら，強 い 連続 性 を もち なが ら商

品 ラ イ ン ア ッ プの構成 が 変化 した と考 える こ と が で きよ う。

　また，そ れぞ れ の 期間 の 商品 ラ イ ン ア ッ プに 影響 し て い る タ

イプ を カ テ ゴ リの 散布 図 （図 6 ）か ら確認す る と，S2 で は

「AIF ／R」　「F／H／R／V 」　「FIH ／R 」　「RIHIF 」の 4 タ イ

プ，と S3 で は 「FIRIHIVj 　「FIR ！（B ＋ V ）」　「R ／HtF ／

V 」 の 3 タイプで ある こ とが わ か る。

（4 ） シ ャ
ープ

　 サ ン プ ル の 散 布 図 （図 3 ） か ら，商 品 ラ イ ン ア ッ プの 変 遷

は，1軸の 負 ・皿軸の 負方向に 布置 され る 79冷凍年度か ら85冷

凍年度 まで の 期間 （Sh1 ），同様の 空 間 に 布置 され るが前 後

の 期間か らの 移 動が大 き く，単
一
年度で 商 品ラ イ ン ア ッ プの 構

成が大 き く変化 した と考え られ る86冷凍年度 （Sh2 ），1軸

の負方向 に 布置 され る 87冷凍年 度 か ら88冷 凍年 度 の期 間 （Sh

3 ），∬軸の 正
・

皿軸の 負方 向に布置 され る 89冷凍年度か ら96
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冷凍 年度 まで の 期 間 （Sh4 ＞，原 点 の周 辺 に布 置 され る97冷

凍年度か ら98冷凍年度 （Sh5 ＞の 5期間に分類 して と らえる

こ とが で きる。各期間 ご と に サ ン プル の位 置は 商 品 ラ イ ン ア ッ

プ空 間 内 で 大 き く移 動 して お り，全 期間 を通 し て 商 品 ラ イ ン

ア ッ プ の 構成は 大 き く変 化 し た と考 え ら れ る。また，あ る 期 間

か ら次 の 期 間，す な わ ち，あ る期 間 の 最 終 の サ ン プ ル と次 の 期

間 の 最初 の サ ン プル の 位 置 も離 れて お り，各期 間 ご と に商品 ラ

イ ン ア ッ プの 構 成 は 断続 的 に 変 化 した と考え る こ とが で き よ

う。

　 また，そ れ ぞ れ の 期 間 の 商 品 ラ イ ン ア ッ プ を特 徴づ け て い る

タ イ プ をカ テ ゴ リ の 散布図 （図 7 ）か ら確認す る と，Sh1 で

は 「R1（〔SIV ）＋ F ）」　「R1（S ＋ F）」　「R1（V ＋（1／F））」　「R1（S

＋ 1）1（V ＋ F ）」 の 4 タ イ プ，Sh2 で は 「F ／CIRIV 」　「FIS ！

CIV 」　「FICIV 」 の 3 タ イ プ，　 S　h　3 で は 「FISIV 」

AIR 」 の 2 タ イプ ，
　 Sh4 で は 「（（FII ）＋ R ）／（B ＋ V ）」

RICIV 」 の 2 タイ プで あ る こ とが わか る。

4．3，商 品 ラ イ ン ア ッ プの 展 開 とその 構 造

4．3．1．商品 ラ イ ン ア ッ プの 展 開の 特徴

　 以上 の よ うに，商 品 ラ イ ン ア ッ プの 変遷 は，

「F 〆

「F 〆

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4 メ ー
カ
ー

に 共

通 して あ る 期間 ご と に 3 期か ら 6期 に 区分 し て と らK る こ とが

で き，ある 期間か ら次の 期間へ の 変化は 商品ラ イ ン ア ッ プの 構

成 に継続性 を持 ちな が らその 内容が 緩やか に 変化する 「連続的

変 化」 とその 構 成 が比 較的 大 き く変 化 す る 「断続 的変 化」 の 2

種類 に分 類 で きる こ とが わ か っ た。

　ナシ ョ ナ ル ，サ ン ヨ ーで は 連 続 的変 化を繰 り返 して お り，東

芝 で は80年 代 で は断続 的変 化，90年代 で は 連続 的変 化 と両 者が

混 在 して い る。また，シ ャ
ープで は断 続 的変化 を繰 り返 して お

り，各 メ ー
カ
ーの 商品ラ イ ン ア ッ プ の 構成 の 観点か らみ た商 品

戦略の 違い を確認する こ とが で きた 。

4，3．2．時系列的観点か ら み た タ イ プの 分類

　 さ て，本研究で は 各メ
ー

カ
ー

の 商品ラ イ ン ア ッ プの 構成 を抽

出 した 48 タ イ プ の 有無に よ り把握 し，各メ
ー

カ
ー

問で の タ イ プ

の 共 通性 や ラ イ ン ア ッ プ で の 継続期 間の 違 い に よ り，商 品 ラ イ

ン ア ッ プ の 変遷 を把 握 した 。抽 出 さ れ た 48 タ イ プ は ，4 メ ー

カー
に共通 す る 「FIR 」 な ど 6 タイ プ，2 メ ーカ ーに 共通 す る

「R1（V ＋ F）」な ど 4 タ イ プ，各メ ーカー独 自の 38 タ イ プ に 分

類す る こ とがで きた 。 ま た，前述 した とお り各メ
ーカー

の 区分

され たそ れ ぞ れの 期 間 の 商 品ラ イ ン ア ッ プ に 影響 して い る と考

え られ る タイ プ を確認す る こ とがで きた。そ こ で，時 系列 的 な

観 点か ら こ れ らの タ イ プが どの よ うな特徴 を もつ か考察す る。

　 本分析 の 手法 で は．原点付 近 に 布 置 さ れ る カ テ ゴ リは 各 メ
ー

カ
ー

の 各冷凍年度に 共 通 して 多 く含 まれ る タ イプで あ り，そ の

他の カ テ ゴ リ と組み 合わ され る こ と も多い と考え ら れ る。反 対

に 周辺 に布置 され る カ テ ゴ リは ある メ
ー

カ
ー

の 特定の 期間 に ラ
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イ ン ア ッ プ された特 徴的 な タイ プで あ る と言 える ［注 14］。

　こ の ような観点か ら，再び カテ ゴ リの 散 布 図 （図 4 〜図 7）

を観察す る と，4 メ
ー

カ
ー

に 共通す る タ イ プの 中で， 「FfR 」

「FIR ／V 」の 2 タ イ プは 1 一
皿軸，1 一皿軸 の い ず れ の 散 布

図 に お い て もほ ぼ 原 点 に 布置 さ れ て お り，各メ
ー

カ
ー

に 共通 し

て 調 査対象期間の ほ ぼ すべ て の 期間 に わ た り継続 し，他 の タ イ

プ と組み 合わ され ラ イン ア ッ プ され て い た と考える こ とが で き

る。こ の こ とか ら，こ れ らの タ イプ は
， 冷 蔵庫 の もっ と も基本

的 な タ イ プ とい え 「基本 商品 タイプ」 と呼ぶ こ とが で きよ う。

　
一

方，4 メ ー
カ
ー

に 共 通 す る 「F ＋ R 」　「RIFI 　「RIF ／

V 」　「RIVIF 」の 4 タ イ プ は原 点 の 周辺 に位 置 して い る こ と

か ら，調査 対象期 間 の ある 期 間 に 限 定 して ラ イ ン ア ッ プ され て

い た と考え る こ とが で きる。こ の こ とか ら，こ れ らの タ イ プは

「時代商品 タ イ プ」 と呼ぶ こ とが で きよ う。

　 また，前述 し た とお り各期間 の 商品ラ イ ン ア ッ プに 影響 して

い る の は ，各メ
ー

カ
ー
独自の タ イ ブや 2 メ

ー
カ
ー

に共通する タ

イ プ で あ り，こ れ らの タ イプ は 特定の 期間 に 限定 して ラ イ ン

ア ッ プ され た タ イプ で あ る こ と か ら 「期 間商品 タ イ プ 」 と呼 ぶ

こ とが で きよ う。

　 こ の よ うに，時系 列 的観 点か ら冷 蔵庫 の タ イプは 大 き く 3種

類の 商品 タ イプ に分類 して とらえ る こ とが で き，メ ーカー
や冷

凍年度 に よ り該当する 具体的な タ イ プは異なる が ，こ れ らの 3

種類の 商品 タイ プの 組合せ に よ り冷蔵庫の 商品ラ イ ン ア ッ プは

構築 され て い る こ とが わ か っ た 。

　 なお，表 3 に示す よ うに 商品 ラ イ ン ア ッ プの 展開 の 特徴 と各

期 間 の 商 品 ラ イ ン ア ッ プ に 影響 して い る 期 間 商 品 タ イ プ を各

メ ーカー別 に 時系 列的 に 整 理す る と，冷蔵庫 の 商 品展 開は ，以

下の よ うに 時代 区分 して と らえる こ とが で きよ う。

　第 1期は 80年代初頭 まで の 期間で，シ ャ
ープの み R （冷蔵）

を最上段 に レ イア ウ トした多様 な タ イプが ラ イ ン ア ッ プ されて

い る が，東芝 の 「F ！RIAj の よう に冷蔵庫本来の 機能 とは異

なる 付加機能が 組み 合わ さ れ た タ イ プな ど．基本的 に は 「F ／

R 」　「FIRtV 」 の 基 本 商品 タ イ プ が 中心 と な る期 間で あ る。

第 H 期 は 80年代 中 頃か ら90年代 中 頃 ま で の 期 間で，前述 の とお

り商 品 ラ イ ン ア ッ プ 空間 の も っ と も周 辺 に他 の サ ン プ ル と離 れ

て 布 置 され て お り，各 メ ーカーの 特 徴 的 な商 品 ラ イ ン ア ッ プ が

展 開 され て い た期 間 で あ る。ナ シ ョ ナ ル で は P （パ
ーシ ャ

ル ），東芝 で は S （セ レ ク ト）や 1 （ア イス ボ ッ ク ス ），サ ン

ヨ ー
で は H （氷 温），シ ャ

ープで は C （チ ル ド） とい っ た特徴

的 な機 能 を もつ 多 くの 機 能が 組み 合 わ され た多機 能 タ イ プに よ

り商品 ラ イ ン ア ッ プが 構 成 さ れ，機 能の 観 点 か らの 新 し い 価値

感 の 提案が 行 われ て い た期間 と言 え よ う。第 皿期 は90年代中 頃

以 降 の 期 間で ，機 能の 組 み 合 わせ 数 が 減 少 し，多機 能 化が 収束

す る とと もに，新た に F （フ リ
ーザー

）が 上 段か ら 中段 に 移動
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表 3　商品 ライ ン ア ノ ブ の 展開 か らみ た期間の 区分 と各期間の 商品 ラ イ ン ア ノ ブの 構成に 影響 してい る タイプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「z

□
・ 続的変・

D
（コ

… ・・ 縲 晝綿 嬲
の 周辺

79　 8081 　 82　 83　 84　 8586

冷凍年度

87　 8889 　 9091 　　 92　　93　　 94　　95　　 96　　97　　98
各期間の 商品 ラ イ 〆 ア ノ ブを特徴 つ けて い る タイプ

ナ ノヨ ナル Nl
　ビ『　　　　F RIS源

N2 日
一

N3 嘸 跚 A八厂

N4

由 一
FIPIR　F刪 VR1 〔（C／V ）＋ F）　（P＋ Fy〔B ＋（Rハ

厂
｝）　 Fκ〔FソB）＋〔RゾV＞）

N5

幽 富

噸 跚 （B ＋（P！VDF ／R酬

N6 RIS！FIVR ！P！Vだ （B や R）疋ハ
厂

東 芝 T1 F卿 A

T2

亠　　　　　　　　亠

鑽 F／SIR　 F1（C＋SyRF1 （C ＋ S）側 　　Fノα＋S）即

宀 → 亠
13 Hα＋Q 側 V （〔F窪）申 Ry（F＋〔V／BD

幽 畠
T4 R！（1＋S）πヲV

サ ／r 一 S1 ：　与 ｝

S2

瞞 ± 由 翻
A／FIR　　 F旧 〆RIVFIH ！R 　　 RIH！F

啣 噛 串 甲
S5

5F

跚 VF ／R／（B＋V ） Rπ班 八厂

ノ ヤ
ープ Sh1 R！（（SIV）＋F） 則〔S←F） R／〔V ＋〔VF））　 R1（S＋ly（V ＋ F》

Sh2

齒 一

鬱幽 宀
FIC即 Fβ1C！VF ！C八 厂

Sh3 翻 日 S丹 　 　 日 A／R

Sh4

一 冉

十

A 宀
（（册 ）＋R＞1（B ＋V ） R！F／C四

Sh5

亠　　　　　　　　　　　　　　　”
冖

轍

囓
F

学
p

　　　
メ各

　
ア鞍鑞

A
　引5
　 vellsイブ

栞

した ミ ノ ドフ リ
ー

ザ
ー

タ イ フ や V （野菜〉が 下段か ら中段 に 移

動 した ミ ノ ドベ ノタ ブ ル タ イ プな どの 新 レ イ ア ウ トの タ イ プ に

よ り商 品 ラ イ ン ア ノ ブ か構 成 され，レ イア ウ トの 観 占 か ら の 新

しい 価値 感の 提案が 行 わ れて い る期間 で あ る。

　 こ の よ うに，メ
ー

カ
ー

に よ り具体的 な商 品 ラ イ ／ ア ノ ブ の 構

成や その 展開 は異な る もの の ，時代 と共 に 変化 して い る冷蔵 庫

の 価値観の 提案 に 基づ く商品 ラ イ ノ ア ノ ブの 変遷 を把握 す る こ

とが で きた と言 えよ う。

5 お わ り に

　本研 究 で は，冷 蔵庫 の 商 品開発 にお い て もっ と も重 視 され て

い る 新 しい 価 値観の 創 造　提 案に 結 ひ つ く部 屋 の 「機能」 と，

そ れ らの 部屋の 「レ イ ア ウ ト」の 違 い か ら冷 蔵庫 を と ら え　商

品ラ イ ン ア ノ ブの 変遷 とその 構 造 に つ い て考察 した。

　冷蔵庫に は22種類の 機能の 組合せ と レ イア ウ トを加味 した48

タイ プが あり，こ れ らの タ イプの 組合せ か ら商 品 ラ イ ン ア ノ ブ

を 把握 し，商品 ラ イ ン ア ノ ブ空 間 を作 成 し た。

　商 品 ライ ノ ア ノ ブの 構成 は　 4 メ
ー

カ
ー

に共 通 して ほ ぼ全 期

間 に わ た り変 化 して お り　 タ イ プ 自体の 追 加 や 消滅 が 商 品 ラ イ

〆 ア ノ ブ の 構 成に 直結 して い る こ とが わか っ た。また　商 品 ラ

イ ノ ア ノ ブの 変遷 は ，そ の 構成か 連続的に 変化する あ る期間ご

縛鑾輯

と に区 分 して とらえ るこ とかて き　 あ る 期 間 か ら次 の 期 間 へ の

展開で は 「連続 的 変化」 と 「断 続 的変化」 の 2種類 が あ る こ と

か わか っ た 。 さ ら に，抽 出 され た48タ イ プは，時系 列 的 な観 di

か ら 「基 本 商品 タ イ プ」　「時代 商 品 タ イ プ」　 「期 間 商 品 タ イ

プ 」 の 3種類に 分 類す る こ とか で き，こ れ らの 商 品 タイ プの 組

み 合 わ せ に よ り商品 ラ イ ノ ア ノ ブ が 構 築 さ れ て い る こ とが わ

か っ た。こ の よ うに 　本研究て は 　過去20年間に お ける 冷蔵庫

の 商 品 ライ ノ ア ノ ブの 変 遷 とその 構造 を明 らか に する こ とが で

きた。

　今後の 課題 と し て は，タイ プ と タイ プ 内の ハ リエ
ー

／ ヨ ン 展

開 の 関係，コ ス トや デ ザ イ ン 開発 の 効率化な ど の 観 占か ら み た

部 品 の 共用 化 な ど具 体 的 なデ ザ イ ノ とバ リエ
ー

ノ ヨ ン 展 開 の 方

法 に つ い て 考察す る Z 要か あ る と言 える。また，他 の 家 庭 電化

製 品 に お け る商品開発の 視 占 や 商 品 ラ イ ン ア ノ ブの 変遷 や そ の

構造 を明 らか に する こ とで，商品 ラ イ ン ア ノ ブ に お ける デ ザ イ

ノ の あ り方 を さら に 明確化する こ とがで きる と 慰われ る。
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3 ）家 庭 電気機 器 変 遷 史編 集委 員会 ：家庭電 気機 器 変遷史，

　　社 団法 人家 庭 電気 文 化会，1−3，1979

4 ＞経 済 企画庁 調 査 局編 ：家計消費の 動向　平成 10 年版．

　　大 蔵省 印刷 局，20−21，1998

5）79 ・80冷凍年 度 に つ い て は 国 内総 生産 量 （台），81〜97

　　冷凍年度に つ い て は 国 内出荷 台 数 （台） を ベ ー
ス と して

　 　 い る 。

6 ＞日経 産業新 聞 （昭和 55年 5月26日），日経 産業 新 聞社，

　　第1948号，　1，　1980

　　日経 産業 新聞 （昭和 56年 6月 16日），日経 産業 新 聞祉，

　　第2257号，1，12，1981

　　 日経 産業 新 聞 （昭 和 57年 6 月 15日 ），日経産業新 聞社 ，

　　第 2548号，1，ll．1982

　　日 経 産業 新 聞 （昭 和 58年 5 月 18日 ），日経産業新 聞社，

　　第2818号，1，13，1983

　　日経産業新聞 （昭和59年 6月 ／日），日経 産業新聞社，

　　第3124 号，1，13，1984

　　日経産業新聞 （昭和 60年 6 月 5 日 ），日経 産業 新 聞社，

　　第3422 号，1，6，1985

　　 日経 産業 新 聞 （昭和 61年 6 月 4 日 〉，E】経 産業 新 聞社，

　　第3715号，1，6−7，1986

　　 日経産業新聞 （昭和62年 6 月 10 日），日経産業新聞社，

　　第4012号，　1，　12−13，　1987

　　 日経産業新聞 （昭和63年 6 月 8 日 ），日経産業新聞社，

　　第4303 号，　1，　16−17，　1988

　　 日経産業新聞 （平成元 年 6 月 15日），日経産業新聞社，

　 　 第4599 号，1，14−15，1989

　　 日経 産 業新 聞 （平成 2 年 6月 14日），日経 産業 新 聞杜，

　　第4889 号，　1−2，　12−13，　1990

　　市 場 占 有率
’92 ： 日経 産業 新 聞編，日本経 済 新 聞社，62−

　 　63， 1991

　　市 場 占 有率
’93 ：日経 産業新 聞編，日本経済新 聞社，60−

　 　61，1992

　　市場 占 有率
’
94 ：日経 産業 新 聞編，日本経済 新 聞社，52−

　 　 53，1993

　　市 場 占 有率
’95 ：日経 産業 新 聞編，日本経済 新 聞社，60一
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　 　61，1994

　　市場占有率
’96 ： 日経産業新聞 編，日本経済新聞杜，58−

　 　59 ，1995

　　市場占有率
’
97 ：日経 産 業新聞 編，日本 経済 新 聞社，60・

　 　61 ，1996

　　市場 占有率
’
98 ：日経 産 業新 聞 編，日本 経済 新 聞社，107−

　 　 106，1997

　　市場 占有率
’99 ：日経産 業新聞編，日 本経済新聞社，102−

　 　103，　1998

7 ＞金森 久雄，荒　憲治郎，森口 親司編 ：経済辞典，有斐

　　閣，991，1998

　　株式，土 地 等の 資産価 格 が 経 済 の 実 態 か ら は 説 明 で きな

　　い 大 きさ で，大幅 か つ 長期 に わ た っ て 上 昇 し，それ が 経

　　済活 動 や資 産取 引 を活 発 化 させ る状況 を さす 。 最近 の 日

　　本 で は 1980 年代 後 半 か ら90年代初 頭 まで が相 当す る 。

8 ）調査 を行 っ た メ ーカーはナ シ ョ ナル ，東芝，日 立，サ ン

　　ヨ ー，三菱 の 5 社 で あ る 。 また イ ン タ ビュ
ー
調査 は1998

　　年 8月 か ら 9 月 の 2 カ 月間に行 っ た。

9 ）松下 冷機株式会社 ：松 下 冷機50年の 歩 み，376 −378 ，381 −

　 　 384，　423 −426 ，　1989

　　株式会社 ア
ーバ ン プ ロ デ ュ

ース 出版 部 ：先進 企業 の デ ザ

　　イ ン 戦 略，株式会社 アーバ ン ブ ロ デ ュ
ース ，51−80，107−

　 　 141，　1992

　　日経 ビ ジネス 編 ：売 れ ない 時代 の ヒ ッ ト商 品BESTIOO ，

　　日経 BP 社，28−31，1998

10）各部 屋 の 主 な機能で 分類 し た 。 例 えば ，冷蔵 室 内 に 設定

　　され て い る パ ー
シ ャ ル 専用 ボ ッ ク ス な ど は 分 類せ ず，冷

　　蔵 と して の み 扱 っ た Q

l1）そ れ ぞ れ の 機能を もつ 部 屋 の 位 置 関係 を と らえる もの で

　　あり，ドア 数 の 違 い や同
一

機 能 の 部屋 の 分 割 に つ い て は

　　同
一

の もの と して 取 り扱 っ た。

12）表中 の レイ ア ウ ト図 は 各 機 能の 位 置 関係 の み を模式的 に

　　示す もの で あ り，各部 屋 の 容量 に つ い て は正 確に 表現 し

　 　 て い ない 。

13） 田 中　豊，脇 本和 昌 ： 多変量解析統計法，現 代数 学 社，

　 　 161−171，　1983

　　田 中　豊，垂水共之，脇本和 昌 ：パ ソ コ ン統計解 析 ハ ン

　　 ドブ ッ ク H 多変量解析編，共立 出版株式会杜，296 −313，

　 　 1984

　　杉山和雄，井上 勝雄編 ：EXCEL に よ る 調査分析 入 門一企

　　画デ ザ イ ン の た め の ツ
ー

ル 集，海 文 堂，63−77，1996

14）渡部　洋 ：心 理 ・教 育 の た め の 多変 量解 析法 入 門 ［基礎

　　編 ］，福村出 版 ，148 −157，1991
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